
会告 I

2020年第 68回日本輸血・細胞治療学会学術総会のご案内（第 5報）

会　期：2020 年（令和 2年）5月 28 日（木）～30 日（土）

会　場：札幌コンベンションセンター

会　長：紀野　修一（日本赤十字社　北海道ブロック血液センター）

事務局長：豊嶋　崇徳（北海道大学大学院医学研究院　血液内科）

テーマ：持続可能な輸血医療・細胞治療をめざして―連携のあり方を考える―

第 68回総会事務局：
〒063―0802　北海道札幌市西区二十四軒二条 1丁目 1―20
日本赤十字社　北海道ブロック血液センター
TEL：011―613―6121　FAX：011―613―4131
E-mail：68jstmct@hokkaido.bc.jrc.or.jp

学会本部事務局（学会入会申込等）：
一般社団法人　日本輸血 ･細胞治療学会　事務局
〒113―0033　東京都文京区本郷 2―14―14　ユニテビル 5階
TEL：03―5804―2611　FAX：03―5804―2612
E-mail：info@mail.jstmct.or.jp

第 68回総会ホームページ：https://www.med-gakkai.org/68jstmct/

事前参加登録・宿泊予約のご案内
2020 年 2 月中旬～4月中旬　総会ホームページ上にて募集します．
・5月 29 日（金）会員懇親会費が 1,000 円 off となります（当日：3,000 円→事前：2,000 円）
・共催セミナー（ランチョン，モーニング）の整理券を予約できます．
※本総会では新たに「共催モーニングセミナー（※朝食付き）」を設けました．

■予定されているプログラム（変更・中止の可能性あり）
2020 年 1 月 20 日現在（一部仮題，敬称略）

鼎談
「輸血・細胞治療の未来を担う若手に託すこと」―学会法人化以降の 3名の理事長経験者に聞く―
5月 29 日（金）13：15～14：15
座長：紀野　修一（日本赤十字社　北海道ブロック血液センター）
鼎談：髙松　純樹（日本赤十字社　東海北陸ブロック血液センター）

大戸　　斉（公立大学法人　福島県立医科大学）
髙橋　孝喜（日本赤十字社　血液事業本部）
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テーマ関連パネルディスカッション
1．持続可能な造血細胞移植の将来に向けて
5月 28 日（木）9：30～11：30
座長：高見　昭良（愛知医科大学　内科学講座（血液内科））

杉田　純一（北海道大学病院　検査・輸血部）
演者：杉田　純一（北海道大学病院　検査・輸血部）

山本　久史（虎の門病院　血液内科）
諫田　淳也（京都大学医学部附属病院　血液内科）
山崎奈美恵（札幌北楡病院　医療連携室）
堀田記世彦（北海道大学病院　泌尿器科）

2．間葉系幹細胞の臨床応用の現在と将来
5月 28 日（木）14：20～16：00
座長：室井　一男（自治医科大学附属病院　輸血・細胞移植部）

加畑　　馨（北海道大学病院　臨床研究開発センター）
演者：寺井　崇二（新潟大学大学院医歯学総合研究科　消化器内科学分野）

長村登紀子（東京大学医科学研究所附属病院セルプロセッシング輸血部）
鬼塚　真仁（東海大学医学部　血液腫瘍内科）
本望　　修（札幌医科大学　医学部附属フロンティア医学研究所　神経再生医療学部門）

3．輸血医療の持続的発展を考えた「血栓止血領域治療への進出」
5月 29 日（金）9：35～11：35
座長：松下　　正（名古屋大学医学部附属病院　輸血部，検査部）

大石　晃嗣（三重大学　輸血・細胞治療部）
演者：松下　　正（名古屋大学医学部附属病院　輸血部，検査部）

宮田　茂樹（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所　研究開発部）
笹川　智貴（旭川医科大学病院　麻酔科蘇生科）
山本　晃士（埼玉医科大学総合医療センター　輸血細胞医療部）

4．持続可能な輸血チーム医療の確立に向けて
5月 30 日（土）13：20～15：20
座長：牧野　茂義（虎の門病院　輸血部）

面川　　進（秋田県赤十字血液センター）
演者：牧野　茂義（虎の門病院　輸血部）

井戸川みどり（旭川医科大学病院　看護部）
宮島　喜文（一般社団法人　日本臨床衛生検査技師会）
平井みどり（兵庫県赤十字血液センター）

特別講演
1．チームマネジメント～今治からの挑戦～
5月 28 日（木）13：20～14：20
司会：紀野　修一（日本赤十字社　北海道ブロック血液センター）
演者：岡田　武史（株式会社今治．夢スポーツ）

2．医学研究における倫理について
5月 28 日（木）11：00～12：00
司会：半田　　誠
演者：佐藤　典宏（北海道大学病院　臨床研究開発センター）

3．少子高齢社会における社会の在り方と献血（血液事業）について～地域は『新しい血』を求めている～
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5 月 28 日（木）11：00～12：00
司会：羽藤　高明（愛媛県赤十字血液センター）
演者：木本　　晃（株式会社　北海道二十一世紀総合研究所）

4．臨床検査技師が担うタスクシフティング・タスクシェアリング
5月 30 日（土）11：00～12：00
司会：松下　　正（名古屋大学医学部附属病院　輸血部）
演者：宮島　喜文（一般社団法人　日本臨床衛生検査技師会）

5．血液製剤による各種疾患の治療と補体との関連について
5月 30 日（土）11：00～12：00
司会：瀧原　義宏（日本赤十字社　近畿ブロック血液センター）
演者：若宮　伸隆（酪農学園大学　食と健康学類　医学・生理学研究室）

6．医療職のキャリア支援　旭川医科大学での取り組み
5月 30 日（土）11：00～12：00
司会：玉井　佳子（弘前大学医学部附属病院輸血部）
演者：山本　明美（旭川医科大学　復職・子育て・介護支援センター　二輪草センター）

教育講演
1．造血幹細胞移植と免疫細胞療法アップデート
2．細胞治療における臨床検査技師の役割
3．ヘパリン起因性血小板減少症（HIT）における輸血製剤，血漿分画製剤による新しい治療法の検討
4．適正使用に関する話題
5．看護に関する話題
6．移植・細胞治療：血液事業と造血幹細胞移植（患者の立場から）
7．ユニバーサルHBVワクチンと輸血

国際シンポジウム
1．PBM（患者中心の輸血医療）～その実際と展望
2．CAR-T 療法について

アジアンセッション（TSBT）
台湾輸血学会共催

シンポジウム
1．変革期の輸血医療と血液事業
2．新生児輸血
3．地域医療と輸血管理
4．輸血医療と鉄代謝
5．看護実践に活かす，輸血の患者観察
6．血小板輸血をめぐる最新の話題
7．がん診療と輸血医療
8．血液製剤と血液培養の細菌汚染・感染症
9．中小規模施設の各職種に対する輸血教育

パネルディスカッション
1．Fibrinogen 製剤と cryoprecipitate の適応を考える
2．若手の登竜門～これからの輸血検査技師像を考える～
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サテライトセミナー
1．病院情報システム小委員会による企画（病院情報システム）
2．合同輸血療法小委員会による企画（都道府県別の病床あたりの血液製剤使用量の格差を考える）
3．輸血検査技術講習委員会による企画（臨床検査技師リフレッシャーコース）

指定教育セミナー
1．認定輸血検査技師制度教育セミナー
2．学会認定・自己血輸血医師看護師制度教育セミナー
3．看護師ブラッシュアップセミナー～認定開始 10 周年記念～
4．I ＆ Aの Q＆A
5．I ＆ A視察員養成講習会
6．細胞治療に必要な細胞処理・検査に関する技術講習会「新しい細胞治療の導入と輸血部門の役割（仮）」

認定制度受検のためのガイダンス
1．認定医受験ガイダンス
2．臨床輸血看護師受験ガイダンス
3．アフェレーシスナース受験ガイダンス
4．細胞治療認定管理師受験ガイダンス

その他
総会長講演
村上記念賞受賞講演
学術奨励賞受賞講演
日本血小板・顆粒球型ワークショップ
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